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第 41号 2019.2.1 発行 町田市民文学館ことばらんど 

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
町
田
駅
の
南
、
境
川
を
越
え
て
す
ぐ
の

相
模
原
市
上
鶴
間
に
あ
る
日
蓮
宗
の
古
刹
、
通
称
谷
口

の
青
柳
寺

せ
い
り
ゅ
う
じ

。
こ
の
お
寺
の
墓
苑
に
は
、
俳
人
で
あ
り
作

家
の
石
川
桂
郎

け
い
ろ
う

や
真
鍋

ま

な

べ

呉
夫

く

れ

お

、
詩
人
の

乾
い
ぬ
い

直
惠

な

お

え

、

蒲
池
歓
一

か
ま
ち
か
ん
い
ち

、 

  

 

 

蒲
池
歓
一

か
ま
ち
か
ん
い
ち

、
田
中
冬
二

ふ

ゆ

じ

、
野
田
宇
太
郎
、
児
童
文
学
作
家

の
那
須
辰
造
、
俳
文
学
研
究
の
高
木
蒼
梧

そ

う

ご

な
ど
数
多
く

の
文
人
墨
客
が
眠
り
、
境
内
に
は
彼
ら
の
句
碑
や
詩
碑
、

さ
ら
に
は
「
武
相
困
民
党
発
祥
之
地
」
の
記
念
碑
な
ど

も
建
立
さ
れ
て
い
て
、
知
る
人
ぞ
知
る
文
学
散
歩
ス
ポ

ッ
ト
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
、
こ
の
お
寺
に
多
く
の
文
人
が
集
う
よ
う
に
な

っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
前
住
職
で
俳
人
の
八
幡
城

太
郎
（
一
九
一
二
～
八
五
年
）
が
主
宰
し
た
俳
句
雑
誌

「
青
芝
」
に
あ
り
ま
す
。 

編
者
：
八
幡

や

は

た

城
じ
ょ
う

太
郎

た

ろ

う 
 

発
行
所
：
青
芝
俳
句
会 

月
刊
誌 

 

所
蔵
巻
号
：
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
九
月
号

（
創
刊
号
）
～ 

「青芝」創刊号 
 1953年 9月発行 

 日野草城の“青芝”にまつわる

エッセイも掲載されている。 

 

「
青
芝
」
は
、
昭
和
初
期
の
新
興
俳
句
運
動
を
主
導
し

た
俳
人
、
日
野
草
城
を
師
と
す
る
八
幡
城
太
郎
が
、
一

九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
九
月
に
創
刊
し
、
今
年
の
一

月
号
で
第
七
八
二
号
を
数
え
る
青
芝
俳
句
会
の
結
社
誌

で
す
。
当
時
、
長
く
病
床
に
あ
っ
た
師
を
慰
め
る
た
め

に
、
創
刊
を
思
い
立
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

町田の文学 
新着案内 

〈
貴
重
雑
誌
を
め
ぐ
る
物
語
〉 

 

文
学
館
の
貴
重
書
庫
に
は
、
文
学
史
的
に
重
要
な
雑
誌
や
、
町
田
な
ら
で
は
の
地
域
文
芸

誌
な
ど
、
約
八
三
〇
タ
イ
ト
ル
、
一
万
冊
余
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
、
あ
ま
り
目

に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
そ
れ
ら
の
雑
誌
か
ら
、
主
な
も
の
を
順
次
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

俳
句
雑
誌

「
青
芝
」 

 
 

 

「
青
芝
」
の
誕
生 

そ
の
一 
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左：高篤三追悼号 

右：高祖保追悼号 

 
 

 
 

                         
 

 

  

創
刊
号
巻
頭
に
置
か
れ
た
「
編
集
者
の
言
葉
」

に
は
、
城
太
郎
の
人
と
な
り
や
初
の
主
宰
誌
に

込
め
る
思
い
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
の
で
、
少

し
長
い
の
で
す
が
、
書
き
写
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

 「
草
城
先
生
の
第
二
句
集
『
青
芝
』
の
名
を
戴
い

て
、
こ
の
た
び
創
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
輩
諸
氏
の
御
支
援
と
、
会
員
の
協
力
に
依
つ

て
、
立
派
な
青
芝
に
育
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

を
り
ま
す
。
／
わ
た
し
は
所
謂
主
宰
者
で
も
指

導
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
青
芝
の
一
同
人
で
あ

り
、
編
集
責
任
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
お
互
に
青
芝

人
同
士
で
は
、
先
生
呼
ば
り

（

マ

マ

）

は
し
な
い
こ
と
に

し
た
い
も
の
で
す
。
／
青
芝
で
は
、
庶
民
の
生
活

感
情
を
咏
ひ
あ
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
グ
ル
ー
プ
の
傾
向
と
し
て
（
こ
と
に
わ
た
し

は
）
巧
み
な
句
を
作
る
こ
と
に
専
念
し
て
、
内
容

の
空
疎
な
作
品
を
作
り
勝
ち
で
す
。
そ
の
傾
向

を
青
芝
に
持
ち
込
ま
な
い
や
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。
す
こ
し
位
下
手
で
も
い
い
、
内
容
の
充
実

し
た
も
の
を
生
み
出
し
て
ゆ
き
た
い
。
（
中
略
）

／
又
、
青
芝
友
の
会
に
参
加
し
て
下
さ
つ
た
方

達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
於
て
、
立
派
な
仕
事

を
な
さ
つ
て
ゐ
る
文
化
人
で
す
。
次
々
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
面
の
作
品
を
、
青
芝
に
寄
せ
て
下
さ

る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
ま
す
。」 

  
平
野
レ
ミ
の
実
父
）、
藤
原
定

さ
だ
む

、
藪
田

や

ぶ

た

義
雄
、
山
本

和
夫
、
作
家
の
打う

ち

木き

村
治

む

ら

じ

、
北
林
透と

う

馬ま

、
小
林
清
之

介
、
八
木
義
德
、
和
田
芳
恵
、
和
田
傳で

ん

、
国
文
学
者

の
乾
裕
幸
、
井
本
農
一
、
鵜う

月づ
き

洋
ひ
ろ
し

、
尾
形
仂

つ
と
む

、
山

下
一
海

か

ず

み

、
地
域
史
研
究
の
安
西
愈

ま
さ
る

、「
日
本
古
書
通

信
」
の
八
木
福
次
郎
な
ど
、
錚
々
た
る
人
々
で
す
。

「
青
芝
」
は
一
俳
句
会
の
結
社
誌
で
あ
り
な
が
ら
、

こ
う
し
た
「
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
於
て
立
派
な
仕
事

を
な
さ
っ
て
ゐ
る
文
化
人
」
が
、
各
号
に
詩
や
随
筆
、

評
論
等
を
発
表
す
る
文
芸
誌
的
な
側
面
を
色
濃
く

持
っ
て
い
ま
し
た
。 

も
う
一
つ
、「
青
芝
」
の
資
料
的
価
値
と
し
て
注

目
し
た
い
点
は
、
同
人
や
「
青
芝
友
の
会
」
の
メ
ン

バ
ー
は
も
と
よ
り
、
創
刊
以
前
に
彼
ら
と
深
い
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
文
学
者
に
つ
い
て
も
、
機
に
臨
ん
で

律
儀
に
追
悼
特
集
を
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。 

第
二
次
大
戦
中
、
東
京
大
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
俳

人
・
高
篤
三

こ
う
と
く
ぞ
う

（
第
七
号
／
正
岡
容
ほ
か
）、
ビ
ル
マ

で
戦
病
死
し
た
詩
人
の
高
祖

こ

う

そ

保
た
も
つ

（
第
一
五
号
／
田 

後
段
に
あ
る「
青
芝
の
会
に
参
加
し
て
下
さ
つ
た

方
達
」
と
い
う
の
は
、
創
刊
第
二
号
に
当
た
る
一
〇

月
号
の
巻
末
奥
付
上
に
、「
青
芝
友
の
会
」
と
し
て

名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
四
三
名
の
人
々
の
こ
と

で
す
。墓
苑
に
眠
る
文
人
と
し
て
冒
頭
で
ご
紹
介
し

た
以
外
の
主
要
な
名
前
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な

人
々
で
す
。
俳
人
の
安
住

あ

ず

み

敦
、
秋
元
不
死
男
、
飯
田

九
一
、
角
川
源げ

ん

義よ
し

（
角
川
書
店
創
業
者
）、
詩
人
の

岩
佐
東
一
郎
、
扇
谷

お
う
ぎ
や

義
男
、
近
藤
東

あ
ず
ま

、
笹
沢
美
明

（
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
・
笹
沢
左
保
の
実
父
）、
能
村

の

む

ら

潔
、
八
十
島

や

そ

し

ま

稔
、
歌
人
の
津
軽
照
子
、
宮
柊
二

み
や
し
ゅ
う
じ

、
作

家
で
は
福
田
清
人
、
細
田
源
吉
、
正
岡
容

い
る
る

、
国
文

学
者
の
荻
野
清
、
書
物
研
究
の
斎
藤
昌
三
、
版
画
家

の
川
上
澄
生
な
ど
。 

そ
の
後
、「
青
芝
友
の
会
」
の
名
簿
は
、
逝
去
や

新
た
な
参
加
に
よ
る
更
新
を
繰
り
返
し
、一
九
八
五

年
（
昭
和
六
〇
）四
月
一
日
発
行
の
第
三
七
七
号「
八

幡
城
太
郎
先
生
追
悼
号
」
の
五
一
名
ま
で
毎
号
巻
末

に
掲
載
さ
れ
、
実
に
延
べ
一
〇
九
名
の
文
化
人
が
名

前
を
連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
間
に
名
簿
に
録
さ
れ
た
主
な
名
前
と
し
て

は
、
俳
人
の
池
上
浩こ

う

山
人

さ
ん
じ
ん

、
小
寺
正
三
、
詩
人
の
井

出
文
雄
、
江
間
章
子
、
大
江
満
雄
、
木
原
孝
一
、
沢

木
隆
子
、
城

じ
ょ
う

左
門

さ

も

ん

、
平
野
威い

馬ま

雄お

（
料
理
研
究
家
・ 

 

「
青
芝
友
の
会
」
と
は 
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中
冬
二
ほ
か
）
、
乾
直
惠
（
第
五
六
号
／
伊
藤
整
、

春
山
行
夫
、
室
生
犀
星
ほ
か
）
や
城
左
門
（
第
二

八
〇
・
二
八
一
号
／
藤
原
洸
、
堀
口
大
學
ほ
か
）

な
ど
、
そ
の
人
物
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
文
献

と
な
り
う
る
追
悼
特
集
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。 

 
 

 

三
五
年
（
昭
和
一
〇
）
頃
か
ら
俳
句
を
始
め
、
一
時

期
、
大
野
我が

羊よ
う

が
横
浜
で
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
創

刊
し
た
俳
誌
「
芝し

ば

火び

」
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
昭
和
一
〇
年
代
後
半
の
こ
と
で
、
こ
の
頃

の
「
芝
火
」
に
は
、
高
祖
保
や
高
篤
三
の
ほ
か
、
当

時
福
岡
で
発
行
さ
れ
て
い
た
文
学
同
人
誌
「
こ
を

ろ
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
真
鍋
呉
夫
や
矢
山
哲

治
、
島
尾
敏
雄
な
ど
も
執
筆
し
て
い
ま
す
。
四
二
年

（
昭
和
一
七
）
七
月
の
「
芝
火
」
一
二
五
号
に
は
、

の
ち
に
「
青
芝
友
の
会
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
る

人
々
が
こ
ぞ
っ
て
寄
稿
し
て
い
る
の
で
、
す
で
に
こ

の
頃
か
ら
城
太
郎
と
彼
ら
に
は
親
交
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
真
鍋
が
、
同
じ
「
こ
を
ろ
」

の
仲
間
で
あ
る
島
尾
敏
雄
を
伴
っ
て
来
て
、
町
田
で

一
夕
歓
迎
の
句
会
が
催
さ
れ
た
の
も
こ
の
頃
の
こ

と
で
し
た
。 

城
太
郎
は
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七
）、
兄
の

急
逝
で
や
む
な
く
僧
籍
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
そ
の
文
芸
に
対
す
る
ひ
た
む
き
な
情
熱
と
、

潔
癖
で
人
情
に
篤
い
人
柄
と
が
、
後
年
「
青
芝
友
の

会
」
に
集
い
、
彼
を
支
え
る
多
彩
な
人
物
と
の
深
い

交
友
を
育
む
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。毎
年
四
月

二
九
日
の
天
皇
誕
生
日
に
は
、彼
ら
を
招
い
て
青
柳

寺
で
「
竹
の
子
句
会
」
が
催
さ
れ
、
高
得
点
句
の
賞

品
に
は
境
内
に
あ
る
竹
林
の
見
事
な
竹
の
子
が
供

さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。 

八
幡
城
太
郎
を
中
心
と
す
る「
青
芝
友
の
会
」は
、 

 

で
は
、
こ
う
し
た
八
幡
城
太
郎
の
幅
広
い
人

脈
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
特
に
、
多
彩
な
詩
人
た
ち
と
の
交
友
に

は
興
味
を
か
き
た
て
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

点
は
、
ま
だ
必
ず
し
も
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

一
九
一
二
年
（
明
治
四
五
）、
寺
の
次
男
坊
と

し
て
生
ま
れ
た
城
太
郎
に
は
、
早
稲
田
の
国
文

科
に
学
ん
だ
あ
と
、
映
画
監
督
を
夢
見
て
、
横
浜

界
隈
を
彷
徨
し
た
青
春
時
代
が
あ
り
ま
す
。
小

説
家
の
北
林
透
馬
ら
に
兄
事
す
る
と
と
も
に
、 

八幡城太郎 
（1912~1985） 

(上)「芝火」当館では８冊を 

所蔵。 

(左)「青芝」377号（1985） 

八幡城太郎先生追悼号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小
山
田
村
に
生
ま
れ
る 

 

 

八
幡
城
太
郎
と
い
う 

人
物 

当
時
あ
た
か
も
武
相
地
域
の
「
文
芸
サ
ロ
ン
」
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
す
。そ
ん
な
城
太

郎
の
生
涯
と
青
柳
寺
に
集
う
人
々
に
つ
い
て
は
、俳

人
山
本
つ
ぼ
み
氏
に
よ
る
好
著
『
評
伝 

八
幡
城
太

郎
』（
角
川
書
店 

一
九
九
五
年
）、『
笛
童
子 

青
柳

寺
に
眠
る
文
人
た
ち
』（
同 

二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
り

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
に
は
ご
一
読
を
お
薦
め

し
ま
す
。 

 

な
お
文
学
館
と
し
て
は
、
所
蔵
の
「
青
芝
」
創
刊

号
か
ら
城
太
郎
追
悼
号
（
第
三
七
七
号
）
ま
で
の
詳

細
な
「
総
目
次
」
と
「
執
筆
者
索
引
」
を
、
是
非
と

も
ま
と
め
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
）

か
ら
定
期
的
に
行
わ
れ
た
句

会
の
記
録
集
。
会
員
一
三
人
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
代
表
作
、
毎

回
の
点
盛
り
の
結
果
、
選
評
な

ど
が
丁
寧
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
装
幀
に
は
押
し
花
が
あ
し

ら
わ
れ
、
和
綴
じ
で
装
本
さ
れ

る
な
ど
、
思
い
の
こ
も
っ
た
句

集
で
あ
る
。 

 
 

寄贈いただいた町田在住の方の著書を中心に紹介しています。 

著者紹介は「著者略歴」をもとに作成しています。 

 

『創作童話集（八） 魔法のえんぴつ』 

童話創作の会『魔法のえんぴつ』／著 2018.11  

 

年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
発
行
さ

れ
る
童
話
創
作
サ
ー
ク
ル
「
魔
法

の
え
ん
ぴ
つ
」
創
作
集
の
八
冊
目

（
当
館
に
は
二
号
か
ら
収
蔵
）。
指

導
の
国
松
俊
英
氏
か
ら
の
「
書
き

続
け
れ
ば
感
性
は
磨
か
れ
ま
す
」

「
物
語
を
書
い
て
み
よ
う
と
い
う

意
識
が
働
い
て
い
る
と
き
は
、
タ

ネ
が
み
つ
か
り
ま
す
」
と
い
う
言

葉
を
励
み
に
、
続
け
て
い
る
と
い

う
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
、
七
編
の

童
話
を
収
録
。 

 

新 刊 紹 介 

『町田立教会・紫友句会 五十回記念 紫友句集』 

町田立教会・紫友句会／著 2018.10    

町田立教会・紫友句会 

 町田在住の立教大学

卒業生による「町田立教

会」の中の句会。当館の

ほか、市のコミュニティ

ーセンターなどで活動

している。 

 
【主な寄贈雑誌】 

文芸誌：「相模文芸」「文芸多摩」「ベルク（山の文芸誌）」「三田文学」 

詩  誌：「璞（あらたま）」「構図」 

短歌誌：「青垣」「歌と観照」「開耶（さくや）」 

「日本歌人クラブ 風」「玉ゆら」「はなさい」 

俳句誌：「青芝」「阿夫利嶺（あふりね）」「谺（こだま）」 

「山暦（さんれき）」「都市」「風土」「波」「俳句界」 

「蒼茫（そうぼう）」「八千草」 

その他：「多摩のあゆみ」「隣人」 

 

魔法のえんぴつ 

 2009 年、町田

市公民館での「童

話創作実践講座」

受講生によって

立ち上げられた

サークル。指導者

は町田ゆかりの

児童文学作家、国

松俊英氏。 
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『スーパーカブ ４』 

トネ・コーケン／著 KADOKAWA 2018.12  

  

ス
ー
パ
ー
カ
ブ
と
生
き
る
女
子

高
生
、
子
熊
の
物
語
の
第
四
巻
。

も
う
す
ぐ
卒
業
の
冬
に
、
子
熊
は

思
い
が
け
な
い
出
会
い
や
経
験
を

重
ね
る
。
カ
ブ
が
も
た
ら
し
た
人

と
の
つ
な
が
り
…
。 

だ
が
ト
ネ
は
あ
と
が
き
に
こ
う

も
記
し
て
い
る
。「
バ
イ
ク
が
人
間

関
係
を
広
げ
る
も
の
だ
と
し
て

も
、
僕
の
よ
う
に
そ
こ
か
ら
零こ

ぼ

れ

振
り
落
と
さ
れ
る
人
間
は
居
る
。

そ
う
な
っ
た
ら
一
人
で
も
け
っ
こ

う
何
と
か
な
る
も
の
で
す
」
こ
れ

か
ら
の
展
開
が
楽
し
み
に
な
る
一

文
だ
。 

 

寄贈いただいた町田在住の方の著書を中心に紹介しています。 

著者紹介は「著者略歴」をもとに作成しています。 

 
 

 
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
小
学
生

の
頃
、
詩
を
書
く
宿
題
が
あ
り
、

星
の
ま
た
た
く
夜
空
を
見
つ
づ
け

て
い
た
と
い
う
。「
そ
の
と
き
、
自

分
の
な
か
に
言
葉
が
自
然
に
わ
き

上
が
り
、
流
れ
星
の
よ
う
に
降
り

そ
そ
い
で
く
る
ふ
し
ぎ
な
感
覚
が

あ
り
ま
し
た
」。 

 

著
者
に
と
っ
て
の
第
五
詩
集
で

あ
る
本
書
の
作
品
は
、
宇
宙
と
は
、

「
ひ
と
」
の
中
に
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
、
ゆ
っ
く
り
と
感
じ
さ
せ

る
。
三
・
一
一
後
に
書
か
れ
た
一

群
の
詩
も
心
を
揺
さ
ぶ
る
。 

 

 
韓国語版も出た！ 

 『ながれぼし かべるみ詩集』 

かべるみ／著 ふらんす堂 2018.11  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 刊 紹 介 

トネ・コーケン 

「エンジンオ

イルはずっと

ホームセンタ

ーで 4 リット

ル千円くらい

の鉱物油を使

っています」

（あとがきよ

り）とのこと。

町田市在住。 

展覧会開催中 
2019年３月１７日(日)まで 

10：00～17：00 入場無料   

休館日：毎週月曜日(2/11 は開館)と第２木曜日 

展示解説：2/13（水）、2/28（木）、3/17（日） 

     14：00~（40 分程度）申込不要 

世界の果てで生き延びろ 
―芥川賞作家・八木義德展― 

 

 

かべ るみ 

「オルフェ」同人を

経て「はそうの会」

「ティルスの会」同

人。日本現代詩人会

会員。著書に『時の

てのひら』『梂
いが

』『十

姉妹』『羽』がある。

町田市在住。 

 

 

 

 

あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
小
学
生

の
頃
、
詩
を
書
く
宿
題
が
あ
り
、

星
の
ま
た
た
く
夜
空
を
見
つ
づ
け

て
い
た
と
い
う
。「
そ
の
と
き
、
自

分
の
な
か
に
言
葉
が
自
然
に
わ
き

上
が
り
、
流
れ
星
の
よ
う
に
降
り

そ
そ
い
で
く
る
ふ
し
ぎ
な
感
覚
が

あ
り
ま
し
た
」
。 

 

著
者
に
と
っ
て
の
第
五
詩
集
で

あ
る
本
書
の
作
品
は
、
宇
宙
と
は
、

「
ひ
と
」
の
中
に
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
、
ゆ
っ
く
り
と
感
じ
さ
せ

る
。
三
・
一
一
後
に
書
か
れ
た
一

群
の
詩
も
心
を
揺
さ
ぶ
る
。 
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『一私小説書きの日乗  

新起の章』 

西村賢太／著  

本の雑誌社 2018.11 

『永遠のマフラー  

作家生活 50 周年記念短編集』 

森村誠一／著 

KADOKAWA 2018.10 

 

『あとがき』 

片岡義男／著  

晶文社 2018.10 

『うつくしいもの  

八木重吉信仰詩集』 

八木重吉／著  

日本キリスト教団

出版局 2018.9 

『女が死んでいる』 

貫井徳郎／著  

KADOKAWA 2018.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

『栄華物語詳解補注』 

岩野祐吉／著 1954.4 

新 刊 紹 介 

町田ゆかりの作家新着本から 

そのほかの新着本から 

 平安後期の歴史物語『栄華

物語』詳解の補訂についての

研究書。町田在住のご遺族か

ら寄贈された。 

本書は謄写版の私家版と思

われるが、1999 年にクレス出

版から刊行されている。 

会報「ペン」166号 
東京町田ペンクラ

ブ／発行 2019.1 

 

 
 「ペンの会」創立メン

バーである八木義德を

特集。正子夫人へのイ

ンタビュー、当館で開

催中の八木展担当学芸

員伊藤あやの寄稿が掲

載されている。 

特別閲覧雑誌。無料

配布も若干数あり。 
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『赤い鳥』創刊号 

1918年月７月刊行 

『赤い鳥』 

鈴木三重吉追悼号 

この号をもって終刊。 

『赤い鳥』1931年 1月号 

１年９か月間の休刊後

の復刊第１号。 

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
日
本
の

児
童
文
学
・
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し

た
、
童
話
童
謡
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
復
刻
版

全
巻
が
貴
重
雑
誌
と
し
て
登
録
・
保
存
さ
れ

ま
し
た
。
館
内
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。 

『
赤
い
鳥
』
は
一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
、
鈴

木
三
重
吉
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
出
版
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
向
け
の
読
物

や
雑
誌
は
俗
悪
な
も
の
が
多
い
と
嘆
い
た

三
重
吉
は
、『
赤
い
鳥
』
創
刊
に
つ
い
て
「
世

間
の
小
さ
な
人
た
ち
の
た
め
に
、
芸
術
と
し

て
真
価
あ
る
純
麗
な
童
話
と
童
謡
を
創
作

す
る
、
最
初
の
運
動
を
起
し
た
い
と
思
い
ま

し
て
、
月
刊
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
主
宰
発
行

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。 執

筆
し
た
の
は
、
芥
川
龍
之
介
、
森
林
太

郎
（
鷗
外
）、
島
崎
藤
村
、
有
島
武
郎
、
小
川

未
明
、
新
美
南
吉
、
宇
野
浩
二
、
内
田
百
閒 

な
ど
、
当
時
の
錚
々
た
る
作
家
た
ち
で
し

た
。
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
に
は
、
今
で
も

読
み
継
が
れ
て
い
る
『
蜘
蛛
の
糸
』（
芥
川
）、

『
一
房
の
葡
萄
』（
有
島
）、『
月
夜
と
眼
鏡
』

（
小
川
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

童
謡
は
北
原
白
秋
が
監
修
し
、
西
條
八
十

な
ど
が
作
品
を
寄
せ
、
白
秋
の
下
で
、
与
田

準
一
、
巽

た
つ
み

聖
歌
、
清
水
た
み
子
な
ど
の
詩
人

が
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
童
謡
に
曲
を
書

い
た
山
田
耕
筰
、
成
田
為
三
、
劇
作
家
・
小

山
内
薫
な
ど
も
執
筆
し
て
い
ま
す
。 

優
れ
た
表
紙
絵
、
挿
画
も
『
赤
い
鳥
』
を

特
徴
づ
け
る
も
の
で
、
表
紙
画
の
ほ
ぼ
す
べ

て
を
担
当
し
た
清
水
良
雄
を
は
じ
め
深
沢

省
三
、
鈴
木
淳
、
武
井
武
雄
、
川
上
四
郎
な

ど
が
優
れ
た
作
品
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、『
赤
い
鳥
』
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
綴

り
方
や
自
由
詩
、
自
由
画
を
募
集
し
、
三
重

吉
が
綴
り
方
の
、
白
秋
が
自
由
詩
の
選
に
当

た
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
表
現
す
る
力
を
伸

ば
す
上
で
も
大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
三
月
に
休
刊
し
、

三
一
年
復
刊
、
三
六
年
（
昭
和
十
一
）、
三
重

吉
の
死
に
よ
っ
て
終
刊
を
迎
え
ま
す
。
休
刊 

の
時
期
を
は
さ
ん
で
一
六
年
間
、
九
六
冊
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
読
み
応
え

の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
モ
ダ
ン
な
挿
絵
に
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。 

目
次
を
ご
覧
い
た
だ
く
だ
け
で
、
「
こ
ん

な
人
も
書
い
て
い
た
の
か
」
と
い
う
新
鮮
な

驚
き
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い
『
赤
い
鳥
』
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
、
同
時
期

に
刊
行
さ
れ
た
『
お
と
ぎ
の
世
界
』『
金
の
星

（
金
の
船
）』『
童
話
』
な
ど
、
児
童
雑
誌
の

復
刻
版
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

 

新収蔵の貴重雑誌 
 

『赤い鳥』 
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ことばらんど お宝紹介 
 

ミ
ニ
展
示
シ
リ
ー
ズ
第
五
弾
と
し

て
、
街
頭
紙
芝
居
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

街
頭
紙
芝
居
と
は
、
自
転
車
に
乗
っ

た
紙
芝
居
屋
が
公
園
や
原
っ
ぱ
な
ど

に
子
ど
も
を
集
め
て
駄
菓
子
を
売
り
、

上
演
し
た
紙
芝
居
で
す
。 

 

今
回
展
示
す
る
の
は
、
戦
後
に
聖
和

社
が
制
作
し
た
「
て
る
坊
」
と
い
う
作

品
。
人
間
の
男
の
子
・
て
る
坊
の
ド
タ

バ
タ
の
日
常
や
擬
人
化
さ
れ
た
動
物

た
ち
と
繰
り
広
げ
る
冒
険
譚
、
江
戸
時

代
を
舞
台
に
し
た
も
の
か
ら
西
遊
記

に
な
ぞ
ら
え
た
連
作
「
珍
遊
記
」
シ
リ

ー
ズ
ま
で
、
手
を
替
え
品
を
替
え
様
々

な
物
語
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。 

作
者
名
は
「
竹
下
実
」「
坂
の
ぼ
る
」

や
「
坂
上
の
ぼ
る
」
な
ど
巻
に
よ
っ
て

異
な
り
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て

い
る
た
め
謎
が
多
い
作
品
で
す
が
、
七

一
六
巻
ま
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
人
気
の
シ
リ
ー
ズ

だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
（
当
館
で

は
、
第
四
一
巻
か
ら
第
六
三
四
巻
ま
で

の
う
ち
計
二
一
巻
所
蔵
）。
こ
の
機
会

に
、
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
し
た
街
頭
紙

芝
居
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

街頭紙芝居
が 

やってきた！ 

●街頭紙芝居がやってきた！ 展示中~2019/3/17   

●わたなべゆういち「ねこざかな」シリーズ原画展 2019/3/19~4/21 

2019年度お宝紹介展示（サロン）予定 

（タイトルは仮題です。詳細日程が決まり次第お知らせします） 

●遠藤周作自筆原稿（4/23~5/12） 

●神蔵器展（5/14~㋆中旬） ●おぼまこと展  

●西村宗「サラリ君」展  ●作家の手紙展 

サ
ロ
ン 

お
宝
紹
介 

展
示
予
定 
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